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令和５年第３回枝幸町議会定例会会議録  
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（午後 １時３０分） 

◎開議宣言 

○議長（小原 仁君） 皆様ご苦労様です。今日は、これが本当に爽やかな気持ちの

いい１日かな、というふうな１日でございます。昨日一昨日、決算審査特別委員会、

精力的にご審議いただきましてありがとうございました。 

それでは、これより休会を解きまして、令和５年第３回枝幸町議会定例会を再開い

たします。 

 本日の会議を開きます。 

出欠の状況についてご報告申し上げます。 

欠席のあった議員は、７番石川勝議員が入院療養中のため欠席する旨の通告があり

ました。ただいまの出席議員は 11 名、定足数に達してますので、会議は成立いたし

ます。 

それでは、議事日程に従いまして、会議を取り進めさせていただきます。 

（開議 午後 １時３１分） 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（小原 仁君） 日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

３番清水顕志議員、４番徳保喜幸議員、両名に本日の署名議員の指名をいたします。 

 

◎日程第２ 認定第１号 ～ 日程１１ 認定第１０号 

○議長（小原 仁君） 日程第２ 認定第１号 令和４年度枝幸町一般会計歳入歳出

決算認定についてから、日程第 11 認定第 10 号 令和４年度枝幸町国民健康保険病

院事業会計決算認定についてまでの 10 件の認定案件は、本定例会において、決算審

査特別委員会に審査付託された事件であります。 

この 10 件の認定案件は、休会前に引き続き一括議題として審議いたします。 

本件については、休会中に決算審査特別委員会が開催され、審議が終了しておりま

すので、委員長の報告を求めます。 

小林正浩決算審査特別委員特別委員長登壇のうえ、報告願います。 

小林決算審査特別委員長。 

（決算審査特別委員長小林正浩君 登壇） 

○決算審査特別委員長（小林正浩君） 決算審査特別委員会の決算審査報告を申し上

げます。 

第１日目。 

１ 開催日 令和５年９月 13 日。 

２ 委員出席数 10 名。 

３ 場所 枝幸町議会議場。 

４ 出席委員 委員長小林、田口副委員長、秋川委員、村上委員、遠山委員、野口

委員、徳保委員、清水委員、渡辺委員、岩谷委員。 

５ 地方自治法第 105 条の規定による出席 小原議長。 

６ 委員会条例第 19 条の規定による出席者 村上町長、今井副町長、小川教育長、

総務課、企画課、財政課、税務課、情報課、町民課、保健福祉課、農林課、水産商工

課、観光課、建設課、水道課、会計課、歌登支所、学校教育課、社会教育課、国保病
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院事務局、農業委員会事務局、以上関係職員、柳原代表監査委員。 

７ 議会事務局 桔梗事務局長、岡橋主幹。 

８ 付議した事件 令和５年９月 13 日開会の第３回定例会において、決算審査特

別委員会に付託された事件。 

認定第１号令和４年度枝幸町一般会計歳出歳入歳出決算認定について、認定第２号

令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第３号

令和４年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第４

号令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第５号令

和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第６号令

和４年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第７号令和４

年度枝幸町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第８号令和４年度

枝幸町水道事業会計決算認定について、認定第９号令和４年度枝幸町下水道会下水道

事業会計決算認定について、認定第 10 号令和４年度枝幸町国民健康保険病院事業会

計決算認定について。 

１日目は、町長の決算概要説明、代表監査委員の審査報告、及び認定第１号令和４

年度枝幸町一般会計歳入歳出決算に係る担当課長の説明を行って終了。 

 第２日目。 

１ 開催日 令和５年９月 14 日。 

２ 委員出席数 10 名。 

３ 場所 枝幸町議会議場。 

出席委員 委員長小林、田口副委員長、秋川委員、村上委員、遠山委員、野口委員、

徳保委員、清水委員、渡辺委員、岩谷委員。 

地方自治法第 105 条の規定による出席 小原議長 

６ 委員会条例第 19 条の規定による出席者 村上町長、今井副町長、小川教育長、

総務課、企画課、財政課、税務課、情報課、町民課、保健福祉課、農林課、水産商工

課、観光課、建設課、水道課、会計課、歌登支所、学校教育課、社会教育課、国保病

院事務局、農業委員会事務局、以上関係職員、柳原代表監査委員。 

７ 議会事務局 桔梗事務局長、岡橋主幹。 

８ 付議した事件 令和５年９月 13 日開会の第３回定例会において、決算審査特

別委員会に付託された事件。 

２日目は、認定第１号令和４年度枝幸町一般会計歳入歳出決算から認定第 10 号令

和４年度枝幸町健康保険病院事業会計決算まで終了。 

 審査の経過と結果について、令和５年第３回定例会で付託された令和４年度一般会

計、６特別会計及び３企業会計の決算に関する件につきまして、その審査経過と結果

についてご報告申し上げます。 

本委員会は、令和５年９月 13 日に設置、同日から開催し、町長から決算概要につ

いて、代表監査委員から審査報告についてそれぞれ説明を受け、その後、決算内容の

審査に入り、質疑を行った結果、９月 14 日に全日程を終了いたしました。 

以下、一般会計、特別会計及び企業会計の決算に関する審査で、主な事項を申し上

げます。 

令和４年度一般会計決算の審査方法は、歳出は款を五つに分けて質疑、歳入につい

ては一括の質疑、特別会計は、歳入歳出全般の質疑、企業会計は、決算全般の質疑を
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行いました。 

一般会計においての主な質疑は、防災資機材等における消費期限が切れた非常食の

処分・処理方法について、本庁舎用備品購入の目的及び効果について、花壇整備業務

委託の内容及び効果について、オホーツク枝幸ブランド構築事業負担金の用途及び効

果並びにふるさとガイドについて、住民税非課税世帯等臨時特別給付金の国・道支出

金過年度分返納金が生じた理由について、ふるさと納税業務委託料の増加は製品のと

りあつり取扱量に比例するか及び必要経費の内訳について、地域生活支援助成金が令

和３年度と比較して増加した理由及び対象者への周知徹底の方策について、外国人介

護福祉人材育成支援事業の内容及び事業の成果が現れる時期について、チャレンジデ

ー参加終了による今後の健康づくりに向けた対応について、鉱山管理事業の今後の継

続の見通しについて、鉱山管理事業の道委託金の収入額と支出額に差がある理由につ

いて、透析者通院交通費助成金の支出がない理由及び対象要件拡大への検討の余地に

ついて、防雪柵設置撤去工事費を除雪委託料に組み入れることで経費節減が図れない

かについて、公営住宅の修繕箇所、入居者、入居者に対する設備等の清掃の指導及び

新規入居引渡し時の設備の状況について、ＩＣＴ環境整備事業等の実施状況とその効

果及び学力向上に結び付ける方策について、オホーツクミュージアム入館者数が増加

した要因及び配置職員数の過不足について、土地貸付収入の収入未済額についてなど

の質疑がなされました。 

特別会計では、国民健康保険事業特別会計においては、特別調整交付金の収入が令

和３年度に比べ減額となった理由について、介護保険事業特別会計においては、地域

支援事業の内容について、介護保険給付費準備基金積立金の用途について、簡易水道

事業特別会計においては、施設管理経費の需用費から工事請負費へ予算流用理由をさ

れている理由についてなどの質疑がなされました。 

公営企業会計では、国民健康保険病院事業会計においては、老人保健施設及び歌登

診療所の廃止による事業収益上の効果についてなどの質疑がなされました。 

決算審査特別委員会としては、以上の議論を踏まえ、令和４年度決算は、町税の増

収をはじめ、基金残高が減少することなく、安定した財政運営により住民生活の安定

や産業基盤の整備などの施策に取り組んでおられるものと評価いたします。 

今後は、急速な人口減少と少子高齢化が進行する中、地方交付税の減少が続いてい

くことが予想されています。 

また、新型コロナウイルス感染症のしゅうとく、収束が見通せず、加えて、物価や

燃料価格の高騰が続いており、住民生活や社会経済活動に与える影響は非常に大きく

なっています。 

このような状況にあっても、将来にわたり安定した財政運営を行っていくためには、

自主財源の確保や、施設の長寿命化や統廃合・再配置など、より一層の行財政改革を

進めることが重要であります。 

今後とも、健全な財政運営の推進を念頭に、多様化する住民ニーズや幅広い行政課

題に応じていきながら、住民福祉の向上や地域産業の振興に努めていただきたいと存

じます。 

なお、決算審査特別委員会は、本付託案件である認定第１号から認定第 10 号につ

いては、いずれも、原案のとおり認定すべきものと決定したことを報告いたします。 

○議長（小原 仁君） 以上で、委員長報告が終わりました。 
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お諮りいたします。認定第１号から認定第 10 号までの質疑討論を省略したいと思

いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。質疑討論を省略いたします。 

これから採決に入りますが、認定第 1 号から認定第 10 号までの認定案件 10 件の委

員長報告は、認定すべきものとのことであります。 

この 10 件の認定案件を一括して採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件は、一括して採決することに決

定しました。 

 お諮りいたします。認定第１号令和４年度枝幸町一般会計歳入歳出決算認定につい

て、認定第２号令和４年度枝幸町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

て、認定第３号令和４年度枝幸町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて、認定第４号令和４年度枝幸町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について、

認定第５号令和４年度枝幸町臨港用地造成事業特別会計歳入歳出決算に認定について、

認定第６号令和４年度枝幸町港湾整備事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定

第７号令和４年度枝幸町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について、認定第８

号令和４年度枝幸町水道事業会計決算認定について、認定第９号令和４年度枝幸町下

水道事業会計決算認定について、認定第 10 号令和４年度枝幸町国民健康保険病事病

院事業会計決算認定について、以上の 10 件の認定案件は、委員長報告のとおり認定

することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、認定第１号から認定第 10 号までの 10 件の認定案件は、認定すること

に決定されました。 

 

◎日程第１２ 報告第７号 

○議長（小原 仁君） 日程第 12 報告第７号 令和４年度枝幸町健全化判断比率

及び枝幸町資金不足比率について、報告願います。 

財政課長。 

（財政課長深井 信君 登壇） 

○財政課長（深井 信君） 議案書 29 ページでございます。 

報告第７号 令和４年度枝幸町健全化判断比率及び枝幸町資金不足比率について。 

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第 22 条第１項の規定

により、健全化判断比率及び資金不足比率を、別紙監査委員の意見書を添えて報告す

る。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

 地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健全化法では、健全であ

るかどうかを判断する比率として、実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比

率、将来負担比率の四つの指標に加え、公営企業の資金の状態を表す指標として、資

金不足比率を算定し、それぞれ監査委員の審査を付し、その意見を付けて議会に報告
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するとともに、公表することとされております。 

令和４年度の各指標につきましては、監査委員による審査を７月 26 日に受け、９

月１日に各審査意見書の提出をいただきましたことから、議会に報告するものでござ

います。 

まず、健全化判断比率の一つ目、実質赤字比率でございます。実質赤字比率は、実

質赤字額が標準財政規模に占める割合を示すものであり、一般会計が対象となります。

黒字決算であることから、実質赤字額はなく、比率の数字はございません。 

二つ目の連結実質赤字比率につきましては、一般会計のほか特別会計や企業会計を

含めた全ての会計を対象とした実質赤字額や資金不足額の合計が標準財政規模に占め

る割合を示す比率でございますが、全会計において実質赤字額や資金不足額がないこ

とから、連結実質赤字額はなく、これも数値の比率の数値はございません。 

三つ目の実質公債費比率につきましては、地方債の元利償還金等が標準財政規模に

占める割合を示すものでございます。直近３ヶ年の平均でございまして、9.3％であ

り、早期健全化基準の 25％を下回っております。前年度は 8.3％であり、1.0 ポイン

トの増加でございます。 

四つ目の将来負担比率につきましては、地方債残高や債務負担行為に基づく支出予

定額の将来負担額が、標準財政規模に占める割合を示すものでございます。充当可能

財源が将来負担額を上回ったことから、比率の数字はございません。 

次に、公営企業に係る資金不足比率でございますが、これは事業の規模に対する資

金の不足額を示すものでございます。水道事業をはじめとする六つの特別会計等全て

におきまして資金不足は発生しておりません。したがいまして、資金不足比率の数字

はございません。 

以上のとおり、財政健全化法でさ、規定された全ての指標について、健全であり、

赤字となる数値はなく、法で定める基準を下回っておりますことを、ここにご報告さ

せていただきます。 

今後につきましても、これら、健全化判断比率等の数値を注視しながら、長期的な

展望に立ち、限られた財源を有効活用と、効率的・効果的な財政運営執行に努めてま

いりますので、ご理解をお願い申し上げます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１３ 報告第８号 

○議長（小原 仁君） 日程第 13 報告第８号 放棄した債権の報告について、報

告願います。 

水道課長。 

（水道課長桜井勝浩君 登壇） 

○水道課長（桜井勝浩君） 議案書 30 ページでございます。 

報告第８号、放棄した債権の報告について。 

枝幸町債権管理条例第 15 条第１項の規定に基づき、町の債権について、下記調書

のとおり放棄したので、第 16 条の規定により報告する。 

令和５年９月 13 日提出 枝幸町長。 

 今回の放棄した債権の内容につきましては、給水契約者が死亡し、相続人全員が相
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続放棄をしたため、債務者不存在となったことから、条例の規定に基づき債権を放棄

したものでございます。 

 それでは、ページ中ほどの債権放棄調書をご覧ください。 

債権放棄年月日は、令和５年３月 31 日。債権の名称は、水道料。債権放棄の事由

は、枝幸町債権管理条例第 15 条第１項第３号該当。令和４年度の放棄した債権は、

３件、18 期、６万 9,342 円。内訳は、平成 24 年度分、１件、３期、8,600 円。平成

25 年度分、１件、９期で、３万 4,600 円。平成 26 年度分、１件、６期で、２万

6,142 円でございます。備考としまして、合計人数のうち、実人数は１名でございま

す。 

以上、大変簡単ではございますが、報告とさせていただきます。 

○議長（小原 仁君） 以上をもちまして、報告が終わりました。 

本件は報告済みといたします。 

 

◎日程第１４ 閉会中の継続審査の申し出等について（所管事務調査） 

○議長（小原 仁君） 日程第 14 閉会中の所管事務調査に係る所管事務調査の実

施に係る各委員長報告書並びに監査委員から例月出納検査の報告書がそれぞれ資料配

付のとおり、議長宛てに提出されています。 

 また、今定例会以降の閉会中の継続審査の申し出については、各常任委員長及び議

会運営委員長から所管事務調査し、調査として、それぞれ議長あてに提出がありまし

たので、申し出のとおり決定することにご異議ありませんか 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。 

したがって、閉会中の継続調査の申し出のとおり決定いたしました。 

 

◎閉会宣言 

○議長（小原 仁君） これで本定例会の会議に付された事件は、全て議了といたし

ました。会議規則第７条の規定により本日で閉会したいと思います。ご異議ありませ

んか。 

（「異議なし」と言う人あり） 

○議長（小原 仁君） 異議なしと認めます。本定例会は、本日で閉会することに決

定いたしました。 

 定例会と決算審査、皆さんの積極的な審査のおかげで、本日で終了することができ

ました。ご協力、誠にありがとうございました。 

今、人工知能がものすごいスピードで発達をしております。研究者の中には、人間

を超えるのではないか、また、ある研究者は、人間を超えることはないだろうという

ふうな研究結果があります。私自身は、人間を超えることはないであると、あろうと

思いますし、あるべきではないというふうに思います。 

知識の集積、それから情報の集積は、ひょっとしたら、これからも人間を超えるこ

とになるかもしれません。しかしながら、機械は機械でありますから、やっぱり人間

の補佐の道具として使っていきたいなというふうに思います。 

もし、やっぱり私は人間を超えないなという思いは、やっぱり人間には心がありま

すし、どうしても、なんぼ知識が豊富でも、機械には心は植え付けることはできない
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というふうに思います。 

これで、万が一、将来的にそういうことができるような時代になれば、人間は滅ん

でいくだろうというふうに思います。 

我々も、町民の福祉、また町民の笑顔のために活動し、努力していきたいというふ

うに思います。 

これで、本日の会議を閉じます。 

令和５年第３回枝幸町議会定例会を閉会いたします。 

大変ご苦労さまでした。 

（閉会 午後 １時５８分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


